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第6回

イラストでわかる
インターネットのABC

前回と前々回は「イーサネット」を取り上げてネットワー
クインターフェイスの具体的な例を示しました。今回は、
こうした複数のネットワークを接続して大きなネットワー
クを構成する際に必要となってくる技術、つまりインター
ネットのもっとも本質となる部分についてお話しします。

ネットワークは伝言ゲーム？
だれからだれに行くんだろう？
名字と名前に分けましょう
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インターネットを構成しているネットワー

ク技術(データリンク)には、これまでお

話ししてきたイーサネット以外にも多くの

種類のものがあります。しかし、これら

のうち1つだけを用いて世界全体を結ぶ

ネットワークを構成することは、ケーブ

ルの長さに限界があったり、1つのネッ

トワークに接続できるコンピュータの数

に制限があったりするのでとても困難で

す。こういった状況のなかで世界中を覆

うインターネットを構成するためには、こ

れらのネットワークを組み合わせて複数

接続し、相互に接続している接続点でデ

ータを中継して目的地まで配送しなけれ

ばなりません。これがインターネットにお

いての中核的な役割を果たすプロトコル

「IP」（Internet Protocol)の役割です。

イーサネットなどのデータリンクの技術で

は“部屋の中にいる人々 同士でのお話し”

をどういう手順で行うかについて考えて

きました。まず、同じ部屋の中にいる相

手に対しては、基本的に声が届くわけで

すから直接本人に話しても大丈夫です。

これに対してIPでは“ほかの部屋にいる

人とのお話し”をどういう手順で行うかと

いうことについて考えます。大まかに説

明すると、そもそもほかの部屋には直接

的に自分の声は届きませんから、目的の

人に話す内容をだれかに中継してもらう

ようにします。たとえば話の内容を廊下

にいるだれかに伝えて、それをほかの部

屋にいる人に伝えてもらうということをす

るのです。このとき廊下では、さらにほ

かの階にいる人に内容を伝えなければい

けないかもしれません。いずれにせよ、い

くつかの中継を経て目的の相手にメッセ

ージを伝えることができるわけです（イラ

スト参照）。インターネットのおもしろい

ところは、ネットワーク全体を通じて共

通となるルールがこの「IP」であるという

ことです。現在のインターネットではさま

ざまなネットワークインターフェイス技術

が利用されていますが、これらはすべて

IPを通じて相互に通信できるようになっ

ています。このようにしておくことで、新

たなネットワークインターフェイスが登場

した際にもいち早くそれを取り込むこと

ができるようになっているのです。
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付け」(アドレッシング)と呼ばれていま

す。経路制御では、まず通信の相手を知

り、その情報から道筋を決定していきま

す。したがって、相手の名前がなければ

経路制御の仕組みそのものが機能しな

いわけです。また、名前は無秩序に付け

られるのではなく、道筋を考慮しながら

与えられています。つまり、経路制御を反

映する形で与えられるのです。このように、

経路制御と名前付けの役割は独立して機

能しているわけではなく、相互に密接に

関係しているのです。

さて、それではこ

こでIPの役割を具体的に

見ていくことにしましょう。

まず、発信されたメッセージはさまざ

まなネットワークを経て目的のネットワー

クへ到達し、最終目的であるコンピュー

タに届けられます。さて、それでは目的

のコンピュータまでの“道筋”はどうやっ

て知ることができるのでしょうか？　この

ような道

筋を知る仕組みを

「経路制御 」（ルーティング）と呼

びます。この経路制御はIPの重要な役割

の1つとなっています。

また、もう1つの大切な役割として、イン

ターネットでの通信において、メッセージ

を届ける相手や発信者である自分自身

に、特定の名前を割り当てるというもの

が挙げられます。こうした機能は「名前

付け」(ネーミング)、あるいは「アドレス

割り当てられてしまうと、これらのコン

ピュータが区別できなくなってしまいま

すよね。しかし、コンピュータが1つ増

えるたびに新たなIPアドレスをどこから

かもらってこなければならないとすると非

常に面倒です。そこで、IPアドレスを上位

（nビット）と下位（32-nビット）の2つに

分け、上位の側をJPNIC（後述）など

から会社や大学といった組織に対して

割り当ててもらい、下位の側を組織内で

自由に利用するという方法が取られてい

ます。たとえば、ある組織では上位16ビ

ットとして「163.221」を割り当ててもら

い、残りの16ビットを自由に使うという

それではまず“名

前付け”について見てい

くことにしましょう。皆さんもイ

ンターネットを利用しているとコンピュ

ータの名前としてさまざまなものを見ると

思いますが、IPでは各コンピュータに

“番号”を割り当てて“名前”としていま

す。この名前は「IPアドレス」と呼ばれ、

32ビットの整数を用いて表されます。IP

アドレスは2進数のままではわかりづら

いので、8

ビットずつに分解してそれぞれ

を10進数で表記したものをピリオドでつ

なぎ合わせた形式で表現しています。こ

れを「ドット表記」（右ページ図参照）と

呼んでいます。インターネットの設定を

する際、「130.153.8.7」といった数字

を打ち込んだりしていると思いますが、ま

さにこれがIPアドレスで各コンピュータに

付けられた名前なのです。ところでこの

IPアドレスですが、インターネット上で

別々のコンピュータに同じIPアドレスが

ルーティング：ネットワークにおけるデータの転送経路制御のこと。データに含まれているあて先の情報から、どこへ送るか、転送しない、あらかじめ設定した内容にしたがって
転送するなどを判断して転送先を決定する。インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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次回予告
今回はIPの基本的な機能とその1つである名前付けについて話をしてきました。IP

はインターネットの根幹をなすプロトコルになっており、これが理解できると重要な

ことはかなりの部分わかったことになります。しばらくIPの話が続きますが、ゆっく

りと理解していって下さいね。

さて、次回の「やさしく教えて！」では、IPの経路制御についてお話ししていこうと

思っていますのでお楽しみに。

具合です。したがって、この組織では

「163.221.0.1」や「163.221.123.

45」といったIPアドレスをコンピュータ

に付けることができるわけです（イラスト

参照）。なお、割り当てられた上位のビッ

ト数は必ずしも8の倍数であるとは限ら

ないので、「163.221.0.0／16」といっ

たように自由に利用できる部分をすべて

0とし、最後に割り当てられた上位が上

から何ビットなのかを「／」の後に記述

することになっています。これらのIPアド

レスは「IANA」（Internet Assigned

Numbers Authority）という組織の方

ドメイン：ネットワーク上でのコンピュータのグループ。具体的には電子メールアドレスの＠以降を指す。

針に従って「InterNIC」（ドメイン名の管

理機関の1つ）が配布しています。しかし、

インターネット上のすべての利用者が直

接InterNICに申し込んでいたら大変な

ことになってしまいますから、Inter NIC

の下にアジア太平洋地区を管理する

「APNIC」（Asia Pacific Information

Center）が、その下には日本を管理する

「JPNIC」（JapanNetworkInformation

Center）がそれぞれ置かれ、このJPNIC

が日本のIPアドレスを管理しています。た

だし、現状ではJPNICが各プロバイダー

にまとめてIPアドレスを配布し、個々の利

用者はプロバイダーからIPアドレスを割

り当ててもらうようになっています。なお

下位側のビット数はその組織内に接続さ

れるであろうコンピュータの数を意味し

ますので(たとえば16ビットならば組織

内で65536のIPアドレスを使える)、組

織の規模に応じて割り当てる上位側の

ビット数を決めることになっています。

ドット表現 8ビット単位に区切って、各々を十進数で表記した
ものを「.」で結合

0×82990807[ 例 ]

10000010 10011001

130.153. 8 . 7

00001000 00000111
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すから！ 重要なことは“なにができる

か”ではなくて“なんでもできる”可能性

を持っているということです。まずは自分

がそこでなにをやりたいのかを考えて、次

にそれをやるためにはどうすればいいのか

を考えてみるようにすれば、おのずと答え

は見つかるでしょう。

: 携帯電話を使ったインターネッ

ト接続は、現状では回線速度が9.6K

bps～64Kbpsとまだまだ低速なので、動

画や音楽を取り扱うには不十分です。し

かし、2001年にサービスが開始される

という次世代携帯電話（W-CDMAや

Cdma2000などと呼ばれている）では、

停止した状態で2Mbps、高速移動中で

も384Kbpsという高速な通信ができる

ようになると言われています。これが実

現すれば、携帯電話を通じて最新のヒ

ット曲（あるいはビデオクリップ）を購入

し、それを自分のMD（あるいはメモリー

カード）にダウンロードしたり、携帯電話

を通じて新聞を読んだりできるようにな

るでしょう。また、携帯電話の位置を知

ることができる機能と組み合わせること

により、近くのレストランを探すといった

パーソナルナビゲーションサービスなんか

もできるようになります。

インターネットを利用したサービスは今

後どんどん増えていくでしょう。ただ、そ

うしたサービスを利用しているうちに、利

用者はインターネットを利用しているとい

う意識が徐々になくなっていくのではな

いかと思います。なぜなら携帯電話の電

話機能そのものでさえインターネットを通

じて実現されるようになりつつあるので

このコーナーでは、みなさんからの質問を大募集していま

す。「先生、ここがわからないよ～」という疑問がある人は、

いますぐ下記の連絡先までご応募下さい。

お待ちしてます！！

im-faq@impress.co.jp

質 問 大 募 集 !!

このコーナーでは、砂原先生が
みんなの質問に
やさしく答えてくださいます！

: 最近、携帯電話でインターネッ

トを利用した電子メールのやり取りをす

る人が増えていますが、今後、携帯電話で

どんなことができるようになるのですか？

また、こうして携帯電話でなんでもできて

しまうことが当たり前になる時代がやっ

てくるのでしょうか？

砂原先生
が 

答える 

Jump

W-CDMA (ダヴリューシーディーエムエー／WideBand Code Division Multiple Access)：次世代携帯電話IMT-2000の一方式としてNTTドコモやノキアなどが提案し
ている方式。より高速な通信速度を実現でき、携帯テレビ電話など新たな携帯端末を実現できる。インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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